
令和元年度第 1 回高松圏域自立支援協議会全体会 会議録 

日時：令和元年 5 月 30 日（木）13：30～15：00 

場所：香川県青年センター 

 

13：30  

・開会 

・高松市障がい福祉課あいさつ 

・自己紹介 30 機関 48 名出席（欠席 1 機関） 

 

13：35  

・高松圏域自立支援協議会についてのご紹介 

全国の市町村自立支援協議会の設置率は 97％。高松圏域は H18 に設置。自立支援協議会には大

きく分けて６つの機能（情報、調整、開発、教育、権利擁護、評価） がある。協議会をよりよい

ものとするための共通目標を持ち、地域の支援レベルを上げていく必要がある。 

 

13：40  

・部会等報告 

運営会議 

各部会に事務局が参加するようになり，運営の効率化や課題の全体化がしやすくなっている。ホ

ームページがリニューアルされ，部会等活動の状況を中心に更新が継続されている。 

就労支援部会 

就労移行支援事業所ガイドブックおよび A 型事業所ガイドブックを更新。「就職相談しよ

う。」パンレット(高校・大学生向け)を作成した。引き続きしごとサロンたかまつ、雇用フォー

ラム、A 型・就労移行説明会等の取り組みを行う。 

精神保健福祉部会 

ピアサポーターについて、現状では体験発表等による体験の共有があるが、今年度は個別支援へ

の対応など、より実践的な連携・協働ができるよう検討したい。家族支援のあり方については、

WG を設けて検討を進めたい。 

相談支援部会 

地域の社会資源や、制度、計画相談等についての情報提供・共有、研修やＧＷ（地域課題の抽出

等）、ＧＳＶ等行っている。地域の課題と思われる話題を集約する場となってはいるが、すべて

の課題に対して具体的に協議し、解決するまでは出来ていないのが現状。 

身体障害者支援部会 

高松圏域における身体障害に関する地域課題の抽出・整理を目的に「日常生活における困りごと

の実態調査」のアンケートを実施した。今後この結果を基に、防災、ピアサポート活動、地域移

行を中心とした課題から周知・啓発等を実施予定。 

知的障害者支援部会 

主に障害児者の余暇について検討し、「余暇支援勉強会」の実施および「余暇支援資源集」を作



成した。今年度は、「親なきあと相談室」や、地域移行についての取り組みを検討したい。 

発達障害部会 

生活困窮と、高校生の支援の二つのテーマについて取り組むべき課題を整理した。今後、生活困

窮には啓発研修、高校生の支援については教育現場向けのガイドブック制作に取り組む。 

こども部会 

教育と福祉の連携について取り組みを進める。今年度から児童発達支援・放課後等デイサービス

事業所連絡会の企画・運営を当部会で担う。相談支援専門員に対する研修（児童向け）や児童発

達支援・放課後等デイサービス事業所の情報を協議会ホームページに掲載できるようにしたい。 

医療的ケア部会 

1 年間のプロジェクト活動を経て、今年度医療的ケア部会として発足した。引き続き大川圏域と 

の合同実施とする予定。医療ケアを必要とする 

障害者（児）と家族が、安心して地域で生活していくために取り組むべき課題を出し合う、緊急 

時の対応への備え及び研修の実施を検討する予定。 

当事者団体・家族会連絡会 

各部会に当事者団体・家族会の人に参加してもらえるよう促していきたい。７月に第１回連絡会

を実施（各団体による立ちあがりの経緯や過去の活動、歴史の説明）予定。 

居宅サービス事業所連絡会 

出席する事業所数を増やしたい。出席する事業所が限られている傾向がある。サービス提供責任

者の業務の助けになるような研修を企画したい。 

地域生活支援拠点検討部会 

昨年度、既存の集まりをもとに「地域生活支援拠点に関する検討会」をつくり、参加者の地域生

活支援拠点についての共通理解をすすめるための研修の実施，圏域内の支援体制や課題の状況を

整理した。今年度は部会となり、現状の取り組みとまだ手つかずの取り組みを、支援者との繋が

りの濃淡で階層分けした表にまとめ，さらに取り組んでいく項目を洗い出す予定。 

【質疑応答】 

相談支援事業所部会への質問 

Q 相談支援専門員が必要と感じている研修等が準備できていないという課題があったが、具体的

に出されている課題はあるか。 

Ａ必要と感じている内容について、まず十分に聞けていないとこともある。重度訪問介護の利用

に関することや、視覚障害について等は出されている。 

 

14：45 事務局より 

中核・地域合同会議 

昨年度、基幹相談支援センター上半期報告会、高松市社会福祉協議会との合同研修会、特定相談

支援事業所の後方支援に関する検討等実施している。今年度は相談支援部会と連携して相談支援

専門員に対する研修を企画するとともに、高松市地域包括支援センターや高松市社会福祉協議会、

高松市の公立小中学校の特別支援コーディネーター等との合同研修会を開催する予定。 

香川県自立支援協議会  

人材育成部会において、相談支援専門員の研修について協議されている。今年度から初任研と現



任研のカリキュラムが変更になり、ともにインターバル期間が設けられる。特に初任研では、自

立支援協議会や部会に参加等体験することも推奨されているため、部会等に受講者が参加するこ

とも考えられる。ご協力をいただきたい。 

 

15：00 閉会  

次回の全体会については 10 月頃の予定。 


